
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

岡

山

県

分

別

収

集

促

進

計

画

循

環

型

社

会

推

進

課

○

平

成

二

十

八

年

度

准

看

護

師

試

験

の

実

施

医

療

推

進

課

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

【

公

告

】

○

国

土

調

査

の

成

果

の

認

証

中

山

間

・

地

域

振

興

課

○

落

札

者

等

の

決

定

情

報

政

策

課

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

【

公

安

委

員

会

】

○

岡

山

県

警

察

組

織

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

県

民

応

接

課

則

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

平成２８年１１月２９日 第１１８４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

）

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

（

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る。

、

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
ゆ
う
だ
ち
の
ま
ち

杉
田

比
呂
美

作
ア
リ
ス
館

幼
児

２
も
じ
の
じ
ゅ
ん
ば
ん

な
ら
べ
か
え

か
ば
の
さ
ら
・
ば
ら
の
か
さ

石
津

ち
ひ
ろ

言
葉

ポ
プ
ラ
社

小
学
生
（
低
）

高
畠

純
絵

３
ど
う
な
っ
て
る
の
？
う
み
の
な
か

ケ
イ
ト
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス

文
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

〃
（
中
）

コ
リ
ン
・
キ
ン
グ

絵

福
本

友
美
子

訳

４
三
年
一
組
、
春
野
先
生
！
三
週
間
だ
け
の
ミ
ラ
ク
ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

く
す
の
き

し
げ
の
り

作
講

談
社

〃
（
中
）

下
平

け
ー
す
け

絵

５
モ
ン
ス
ー
ン
の
贈
り
も
の

ミ
タ
リ
・
パ
ー
キ
ン
ス

作
す
ず
き
出
版

中
学

生

永
瀬

比
奈

訳

６
世
界
を
７
で
数
え
た
ら

ホ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
・
ス
ロ
ー
ン

作
小

学
館

〃

三
辺

律
子

訳

平成２８年１１月２９日　岡山県公報　第１１８４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
五
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

）

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

（

第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
月
刊
誌

実
話
ナ
ッ
ク
ル
ズ

１
２
月
号

ミ
リ
オ
ン
出
版

２
〃

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

１
２
月
号

鉄
人

社

３
〃

恋
愛
白
書
パ
ス
テ
ル

１
２
月
号

宙
出

版

４
〃

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

１
０
月
号
別
冊

鉄
人

社

全
国
男
の
興
奮
ス
ポ
ッ
ト
２
０
０

平成２８年１１月２９日　岡山県公報　第１１８４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
六
号

容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
二

号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
八
月
十
九
日
付
け
で
岡
山
県
分
別
収
集
促
進
計
画

を
定
め
た
の
で
、
当
該
計
画
書
を
岡
山
県
庁
県
政
情
報
室
、
岡
山
県
環
境
文
化
部
循
環
型
社
会
推
進
課

及
び
各
県
民
局
地
域
政
策
部
環
境
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

平成２８年１１月２９日　岡山県公報　第１１８４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
七
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十
八

。

条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
准
看
護
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

試
験
日
時

平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

試
験
場
所

岡
山
県
看
護
会
館
（
岡
山
市
北
区
兵
団
四
番
三
一
号
）
及
び
岡
山
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
岡
山

市
北
区
兵
団
四
番
三
九
号
）

三

受
験
願
書
の
提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
一
月
四
日
（
水
曜
日
）
か
ら
同
月
十
二
日
（
木
曜
日
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
十
五
分
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例

第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
。
な
お
、
郵
便
又
は
信
書
便
に
よ
る
場
合

は
、
同
日
付
け
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付
け
る
。

四

受
験
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

１

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
二
年
の
看
護
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者
（
平
成

二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
修
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

２

都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

３

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く

）
に
お
い
て
看
護
師
に
な
る
た
め
に
必
要
な
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た

。

者
（
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

４

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
学
校
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
師
に
な
る
た
め
に
必
要
な
学
科
を

修
め
た
者
（
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
修
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

５

都
道
府
県
知
事
の
指
定
し
た
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

）
。

６

外
国
の
法
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国

に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
３
か
ら
５
ま
で
に

平成２８年１１月２９日　岡山県公報　第１１８４３号



掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の

７

外
国
の
法
第
五
条
に
規
定
す
る
業
務
に
関
す
る
学
校
若
し
く
は
養
成
所
を
卒
業
し
、
又
は
外
国

に
お
い
て
看
護
師
免
許
に
相
当
す
る
免
許
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
６
に
該
当
し
な
い
者
で
、
知
事

が
適
当
と
認
め
た
も
の

五

受
験
手
続
及
び
提
出
書
類

受
験
願
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
（
郵
便
番
号

七
〇
〇

八
五
七
〇
）
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。
郵
便
又
は
信
書
便
に

－

よ
る
場
合
は
、
簡
易
書
留
郵
便
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
る
こ
と
。

１

卒
業
証
明
書
又
は
修
業
証
明
書
（
四
６
又
は
７
に
該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
証
す

る
書
面
）

四
１
か
ら
５
ま
で
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
出
願
の
時
に
お
い
て
卒
業
見
込
み
又
は
修
業
見

込
み
の
も
の
は
、
三
の
提
出
期
間
内
に
卒
業
見
込
証
明
書
又
は
修
業
見
込
証
明
書
を
提
出
し
、
平

成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
に
卒
業
証
明
書
又
は
修
業
証
明

書
を
提
出
す
る
こ
と
。

卒
業
証
明
書
又
は
修
業
証
明
書
の
氏
名
と
受
験
願
書
の
氏
名
が
異
な
る
場
合
は
、
そ
の
異
動
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
戸
籍
抄
本
等
）
を
添
付
す
る
こ
と
。

２

写
真

出
願
前
六
月
以
内
に
脱
帽
し
て
正
面
か
ら
撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
上
半
身
像
で
あ
っ
て
、
裏
面
に
撮
影
年
月
日
、
学
校
名
又
は
養
成
所
名
及
び
氏
名
を
記

入
し
た
も
の
（
受
験
願
書
の
所
定
の
欄
に
貼
り
付
け
る
こ
と

。
な
お
、
学
校
又
は
養
成
所
が

。
）

受
験
願
書
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
者
に
つ
い
て
は
当
該
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
、
そ
れ

以
外
の
者
に
つ
い
て
は
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
看
護
・
試
験
班
に
お
い
て
、
そ
の
写
真

が
受
験
者
本
人
と
相
違
な
い
旨
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

六

受
験
票

受
験
願
書
を
受
理
し
た
者
に
は
、
受
験
票
を
交
付
す
る
。

七

受
験
手
数
料

１

六
、
九
〇
〇
円
と
す
る
。
受
験
願
書
に
相
当
額
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
納
入
す
る

こ
と
。
な
お
、
消
印
し
な
い
こ
と
。

２

既
納
の
受
験
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。

八

試
験
科
目
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１

人
体
の
仕
組
み
と
働
き

２

食
生
活
と
栄
養

３

薬
物
と
看
護

４

疾
病
の
成
り
立
ち

５

感
染
と
予
防

６

看
護
と
倫
理

７

患
者
の
心
理

８

保
健
医
療
福
祉
の
仕
組
み

９

看
護
と
法
律

基
礎
看
護

10

成
人
看
護

11

老
年
看
護

12

母
子
看
護

13

精
神
看
護

14
九

試
験
方
法

筆
記
試
験
（
四
肢
択
一
式
）

十

合
格
発
表
の
日
時
及
び
場
所

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
（
金
曜
日
）
午
前
九
時

岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
同
課
前
に
お
い
て
発
表
す
る
。

十
一

合
格
証
書
の
交
付

試
験
の
合
格
者
に
は
、
合
格
証
書
を
交
付
す
る
。

十
二

受
験
願
書
の
請
求
そ
の
他

１

受
験
願
書
は
、
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
へ
返
送
料
を
添
え
て
請
求
す
る
こ
と
。

２

視
覚
、
聴
覚
、
音
声
機
能
又
は
言
語
機
能
に
障
害
を
有
す
る
者
で
受
験
を
希
望
す
る
も
の
は
、

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日
（
木
曜
日
）
ま
で
に
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
へ
申
し
出
た

場
合
、
受
験
の
際
に
そ
の
障
害
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
な
配
慮
を
講
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

３

そ
の
他
受
験
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課
（
直
通
電
話
〇
八

六

二
二
六

七
三
二
三
）
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

－
－
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
八
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

か
お
り
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
三
五
九
二

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
香
福

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
三
五
七
六
番
地
の
二

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
四
〇
〇
六
二
六

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援
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〔
四
七
八
〕
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

調
査
を
行
っ

認

証

年

月

日

た
者
の
名
称

た

地

域

倉

敷

市

平
成
二
十
六
年
五
月

倉
敷
市

児
島
小
川
三

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二

～

地
籍
図
及
び

丁

目

の

一

十
一
日

平
成
二
十
八
年
三
月

地
籍
簿

部
、
児
島
小

川
四
丁
目
の

一
部
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〔
四
七
九
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
件
名

鳥
取
・
岡
山
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
構
築
業
務

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
八
年
十
月
十
一
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

鳥
取
・
岡
山
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
業
務
実
施
共
同
企
業
体

岡
山
市
北
区
大
内
田
六
七
五
番
地

五

落
札
金
額

一
九
五
、
四
三
五
、
四
三
四
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
一
四
、
四
七
六
、
六
九

八
円
）

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札

七

入
札
公
告
日

平
成
二
十
八
年
八
月
十
九
日
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
百
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

会
計
責
任
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

岡
見
た
だ
し
後
援
会

板

茂

雄

市

川

智

弘

倉
敷
市
玉
島
乙
島
一
三
五
五

一

平
成
二
八
・
一
〇
・

七

－

佐
藤
と
も
ひ
ろ
後
援
会

松

田

喬

佐

藤

一

恵

都
窪
郡
早
島
町
早
島
一
七
五
〇

〃

一
〇
・
二
五

信
念

想
い
を
カ
タ
チ
に

越

智

聡

小

川

和

将

岡
山
市
北
区
川
入
五
六
〇

一
三

〃

一
〇
・
一
七

－

宮
岡
し
ず
た
か
後
援
会

岩

藤

統

彦

鈴

木

基

久

赤
磐
市
可
真
下
四
七
二

一

〃

一
〇
・
二
七

－

山
下
憲
雄
後
援
会

山

下

憲

雄

小

寺

豊

秋

井
原
市
岩
倉
町
三
二
一
五

〃

一
〇
・
二
八

山
畑
滝
男
後
援
会

山

畑

滝

男

高

木

靖

彦

倉
敷
市
倉
敷
ハ
イ
ツ
一
三

三

〃

一
〇
・
一
九

－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
百
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

一

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

社
会
民
主
党
岡
山
県
第
四
区

藤

原

新

悟

代
表
者
の
氏
名

藤

原

新

悟

篠

原

俊

清

平
成
二
八
・

九
・
三
〇

支
部
連
合

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

岡
山
県
木
材
産
業
政
治
連
盟

難

波

芳

英

代
表
者
の
氏
名

難

波

芳

英

田

中

信

行

平
成
二
八
・
一
〇
・
一
一

丸
山
明
後
援
会

荒

武

弘

〃

荒

武

弘

高

木

唱

洋

〃

一
〇
・

一

山
本
な
る
後
援
会

大

取

道

雄

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

備
前
市
伊
部
一
六
九
八

九

備
前
市
伊
部
一
六
九
八

二

〃

一
〇
・

三

－
－
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
百
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

佐
藤
と
も
ひ
ろ
後
援
会

松

田

喬

平
成
二
八
・
一
〇
・
二
五

山
畑
滝
男
後
援
会

山

畑

滝

男

〃

一
〇
・
一
六
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
警
察
組
織
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三

条
に
規
定
す
る
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２８年１１月２９日　岡山県公報　第１１８４３号


